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59年度一般会計決算見込み

国
保
特
別
会
計
は
赤
字
に

　
市
で
は
、
去
る
六
月
二
十
一
日
の
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
で

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
見
込
み
を
報
告

し
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
市
税
の
増
収
や
歳
出
経
費
の
節
減
な

ど
に
よ
り
、
実
質
収
支
で
四
億
七
千
万
円
余
り
の
黒
字
。
こ
れ
で

五
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
会
計
で
は
国
民
健

康
保
険
事
業
と
水
道
事
業
会
計
で
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

「
平
和
の
像
」
を
化
粧
直
し

1
5
日
に
平
和
祈
念
集
会

　
市
で
は
、
十
五
日
の
終
戦
記

念
日
夕
前
に
し
て
、
市
役
所
前

庭
に
あ
る
「
平
和
の
像
」
の
清

掃
を
二
日
に
行
い
、
一
年
間
の

ア
カ
タ
洗
い
落
と
し
ま
し
た
。

　
平
和
の
像
は
、
平
和
を
象
徴

▲催しでにぎわう宇治市文化センター

す
る
輪
舎
評
ヱ
げ
て
い
る
少

女
を
彫
刻
し
た
立
像
で
、
昭
和

四
十
一
年
八
月
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議

会
（
心
一
長
・
池
本
宇
治
市
長
）

で
は
、
十
吾
早
前
十
一
時
五

十
分
か
ら
「
平
和
の
像
」
の
前

で
、
戦
争
犠
牲
者
の
め
い
福
と

　
　
　
世
界
の
恒
久
平
和
を
願

▲15日の平和記念集会を前に

　化粧直しされる｢平和の像｣

つ
て
平
和
祈
念
集
会
を

開
章
ま
す
。
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
栄
ず
。

　
ま
た
、
正
午
に
は
市

m
m
上
の
希
望
の
鐘

を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

自
宅
や
職
場
至
分
間

の
黙
と
之
天
満
ぼ
ま

し
ょ
う
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
合
計
は
、
三

百
一
億
二
士
八
百
九
十
四
万
円
、

一
方
、
歳
出
は
二
百
九
土
ハ
信
一

千
百
七
十
一
万
円
で
歳
入
歳
出
差

引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
肛
越
す
べ

き
財
源
一
千
九
百
五
十
四
万
円
を

除
く
実
質
収
支
は
、
四
億
七
千
五

百
六
十
九
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
五
年
連
続

し
て
黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
五
十
九
年
度
単
年
度

収
支
で
は
、
三
塵
八
百
八
十
三
万

円
の
赤
字
と
な
り
、
財
政
状
況
は

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
更
に
健
全

化
へ
の
努
力
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
税
収
入

　
１
億
６
千
万
円
の
増

　
黒
字
と
な
っ
た
理
由
は
、
①
法

人
市
民
税
を
中
心
に
市
税
収
入
が

当
初
見
込
み
よ
旦
億
六
千
七
百

万
円
の
増
収
と
な
っ
た
こ
と
②
徴

収
率
が
上
が
っ
た
こ
と
③
宅
造
協

力
金
な
ど
寄
付
金
収
入
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
歳
入
で
は
約
二
億

四
千
万
円
の
増
収
。
こ
れ
に
加
え

て
歳
出
で
は
、
物
件
費
や
人
件
費

昭和59年度特別会計決算見込額(千円)

昭和59年度一般会計決算見込額(千円)

の
節
減
、
利
率
の
引
き
下
げ
に
伴

う
公
債
費
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

歳　入　総　額(Ａ)30,126,946

歳　出　総　額(Ｂ)29,631,715

歳入歳出差引額(Ｃ)

〈形式収支(Ａ)－(Ｂ)〉
495,231

翌年度へ繰り越すべき

財　　源　　（Ｄ）
19,541

実質収支額{E)

　　　〈(Ｃ)－(Ｄ)〉
475,690

前年度実質収支額(F) 782,520

単年度収支!i(G)
　〈(Ｅ)－(Ｆ)〉

△306,830

特別会計名 歳入総額 歳出総額 差　　　引

交通災害共済事業 66,208 66,208 ０

国民健康保険事業 4,013,775 4,379,797 △366,022

公共下水道事業 2,886,028 2,835,549 翌年へ繰り越すべき財源
50,479差引　　　０

住宅新築資金等貸付事業 39,930 39,930 ０

老人保健事業 5,143,628 5,117,235 26,393

都市計画事業用地
先行取得事業 23,603 23,603 ０

簡易水道事業 151,789 151,789 ０

火災共済事業 11,165 6,095 5,070

農業共済事業 24,401 21,627 2,774

水　　道　　事　　業 2,423,673 2,508,116 △84,443

▲建設が進む東宇治下水処理場

約
二
億
円
の
節
減
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
の
う
ち

国
民
健
康
保
険
事
業
が
三
座
〈
千

六
百
万
円
の
赤
字
で
、
退
職
者
医

療
制
度
に
か
か
る
交
付
金
八
予
八

百
万
円
等
の
精
算
分
兌
Ｂ
せ
る

と
実
質
赤
字
は
四
億
六
千
三
百
万

円
余
り
に
の
ぽ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で

は
、
収
益
的
収
支
で
八
千
九
百
八

十
四
万
円
の
黒
字
、
資
本
的
収
支

で
一
億
七
千
四
百
二
十
八
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
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その他消防費など
6.6％

昭和59年度一般会計決算（見込み）状況
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行政改革審議会が発足

市から８項目を諮問

　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
簡
素
で
効
率
的
な
市
政
の
実

　
現
公
孫
進
す
る
た
め
の
「
字
治
市

一

行
政
改
革
審
議
？
が
七
月
二
十

卜
第
１
回
行
政
改
革
審
議
会

　
　
　
（
新
庁
舎
市
議
会
委
員
会
室
）

九
日
に
発
足
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
池

本
市
長
か
ら
民

間
有
識
者
代
表

の
十
二
委
員
の

み
な
さ
ん
に
委

嘱
状
が
手
渡
さ

れ
、
委
員
長
に

出
石
邦
保
（
い

ず
と
に
や
す
）

同
志
社
大
学
教

授
、
副
委
員
長

に
吉
沢
耕
作
前

宇
治
市
収
入
役

が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
審
議
会
は

本
市
の
行
政
改

革
の
あ
り
方
に

つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
ぐ
も
の

で
、
市
か
ら
次
の
八
項
目
が
諮
問

さ
れ
ま
し
た
。

　
①
事
務
事
業
の
見
直
し
②
組

織
・
機
構
③
適
正
な
定
員
管
理
④

適
正
な
給
与
⑤
外
部
委
託
及
び
Ｏ

Ａ
化
の
推
進
⑥
公
共
施
設
の
管
理

運
営
等
⑦
議
会
⑧
そ
の
他
行
政
改

革
に
必
要
な
事
項
、
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
市
と
し
て
は
、
同
審
議
会

の
答
申
を
受
け
、
行
政
改
革
大
綱

か
策
定
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
市

政
を
推
進
す
る
考
え
で
す
。

　
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
次
の
み
な

さ
ん
で
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

　
出
石
邦
保
、
吉
沢
耕
作
、
佐
藤

幸
治
、
伊
藤
竹
朗
、
加
鹿
重
忠
。

多
田
弘
、
皆
川
文
雄
、
服
部
昌
之
、

北
林
英
二
、
小
西
敏
夫
、
小
山
勝

利
、
松
林
美
戸
子
。

　
　
　
　
　
　
（
計
画
推
進
彫

実質収支4憶7千万円の黒字
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消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
利
便
性
で
急
速
に
普
及

　
我
が
国
に
、
初
め
て
ク
レ
ジ

ッ
ト
ー
カ
ー
ド
が
登
場
し
た
の

は
、
今
か
ら
二
十
五
年
前
の
昭

和
三
十
五
年
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
普

及
は
目
覚
ま
し
ぐ
、
現
在
で
は

銀
行
系
を
始
め
と
し
、
信
販
会

社
、
石
油
会
社
、
百
貸
店
、
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
テ
ル
、

中
ふ
小
売
店
な
丿
か
ら
発
行
。

今
や
成
人
の
二
人
に
一
人
は
、

カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
い
未
了
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
ー
カ
ー
ド
が
普

及
し
た
要
因
と
し
て
は
、
①
手

元
に
現
金
が
無
く
て
も
商
品
な

８月31日まで開設

ど
を
購
入
出
来
る
②
更
に
、
購

入
代
金
は
翌
月
一
括
払
い
、
ま

た
は
割
賦
払
い
の
方
法
で
支
払

クレジット

カード
が
出
来
る
③
ホ

利
用
者
に
と
っ
て
は
不
利
益
と

な
る
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生

し
て
い
ま
ず
。

　
例
え
ば
、
盗
難
や
紛
失
の
場

合
、
す
ぐ
に
そ
の
旨
を
届
け
出

れ
ば
、
盗
難
保
険
加
入
者
に
つ

い
て
は
、
カ
ー
ド
が
不
正
に
使

わ
れ
た
時
に
は
、
そ
の
分
は
保

険
で
支
払
か
な
子
。
し
か
し
、

識
に
問
題
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
以
上
の
よ
シ
な
こ
と
に

注
意
し
な
が
ら
、
ク
レ
ジ
″
ト

カ
ー
ド
奮
上
手
に
利
用
し
た
い

も
の
で
す
。

　
　
上
手
な
利
用
で

　
　
利
便
性
を
享
受

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
ー
カ
ー
ド
を
作

使
い
方
に
注
意
し
よ
う

　
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド

テ
ル
料
金
や
映
田
代
の
割
引
サ
フ

ー
ー
ピ
ス
を
驀
兄
元
る
Ｉ
な
ど

が
挙
げ
β
れ
ま
す
。

　
利
用
を
誤
ま
れ
ば

　
大
変
な
こ
と
に

　
こ
の
ぷ
コ
に
大
底
便
利
な
ク

レ
ジ
ッ
ト
ー
カ
ー
ド
で
す
が
、

　
不
用
・
回
報
セ
ン
タ
ー
の
、
現

在
登
録
中
の
品
物
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。
欲
し
い
物
や
譲
ぴ
た
い

物
の
あ
る
人
は
、
不
用
・
回
報
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
公
Ｂ
せ
鴛

　
生
か
そ
う
不
用
品

　
市
で
は
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

不
用
品
を
有
効
に
生
か
し
て
い
た

2
V
た
め
、
不
田
宮
回
報
セ
ン
タ

ー
を
年
二
回
開
設
。
た
だ
今
前
期

　
（
六
月
一
日
～
八
月
三
十
一
日
）

を
開
設
中
で
す
が
、
日
程
も
残
り

こ
れ
に
は
限
度
が
あ
り
、
超
過

金
額
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
に

貴
任
の
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
毒
了
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
ー
カ
ー
ド

は
、
サ
イ
ン
一
つ
で
商
品
な
ど

を
購
入
出
来
る
た
め
、
衝
動
買

い
や
返
済
能
力
か
超
え
た
買
い

物
か
ず
る
な
ど
、
利
用
者
の
認

わ
ず
か
。
省
資
源
の
一
環
と
し
て

の
こ
の
催
し
倣
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
▼
登
録
方
法
・
・
・
品
物
の
提
供
、

希
華
公
砥
話
、
は
が
き
、
ま
た

は
来
庁
で
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
・
宇
治
市
役

所
商
工
観
光
課
消
費
牛
活
係
･
ｆ
ｉ

⑩
Ｃ
Ｏ
ｉ
-
Ｈ
４
１
）
へ
。
時
間
は
、
平

日
午
前
９
時
～
午
後
３
時
。
土
曜

日
は
午
前
９
時
工
‥
‥
一
時
▼
登
録
項

目
・
・
・
①
品
物
名
、
型
式
、
規
格
、

品
質
な
芦
面
購
入
年
月
日
、
消
耗

る
時
に
は
、
カ
ー
ド
の
種
類
や

利
用
条
件
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
を
カ
ー
ド
案
内
な
芦
辺
把
握

し
、
そ
れ
ら
を
カ
ー
ド
会
社
に

確
認
し
た
上
で
、
目
的
に
合
っ

た
カ
ー
ド
か
選
ぷ
こ
と
が
大
切

で
す
。
契
約
の
内
容
に
も
、
十

分
注
意
し
で
ｙ
ｙ
だ
さ
い
。

程
度
③
希
望
価
格
④
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
と
連
絡
先
▼
主
な
取
り

扱
い
品
・
・
・
家
具
、
電
ｇ
製
品
、
楽

器
、
石
油
・
ガ
ス
器
具
、
ベ
ビ
ー

・
早
戸
石
用
・
四
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ

ジ
ャ
ー
用
品
、
一
般
家
庭
用
品
、

学
習
用
品
、
そ
の
他
自
転
車
な
ど

Ｉ
再
利
用
の
価
値
が
あ
り
、
修
理

不
用
の
物
に
限
り
ま
ず
。
な
お
、

バ
イ
ク
、
お
も
ち
や
、
絵
本
、
文

具
用
・
四
、
小
物
類
、
食
器
、
石
け

ん
、
シ
ー
ツ
、
日
用
品
、
雑
誌
な

ど
の
外
、
転
売
や
趣
味
を
目
的
と

■譲ってください

　食堂用子どもいす、二段ベッF,整理たんす、長

いす、げた箱、食卓用テーブル､座敷机、スチール

製整理棚、ピアノ用いす、冷凍庫、冷蔵庫、テレビ、

ラジオカセット］先濯機、ステレオ、扇風機､電気

オルガン、電子オルガン、クラリネット、石油スト

ーブ､湯沸かし器、各種自転車、ぶらんこ、ペビー

バス、双子用ベビーカー、ペビーベッ|゛、ルームラ

ンナー、布団干し、ポータブルミシン、ロックミシ

ン、職業用動力ミシン、顕微鏡、ワーFプロセッサ

ー、電動タイプライター、スーツケース、もちっき

道具、目覚まし時計、家庭用精米機。

■譲ります

　テーブル、食器棚、ソフアーベッ|≒ダブルペッ

h＼シングルペッ|礼スチール製本棚、四尺たんす、

三面鏡、オーブン、布団束乞燥器、カラーテレビ、電

子ピアノ、ガスふろがま、ガス湯沸かし器、歩行器、

ペビーカー、ベビーフェンス、ベビーペッ|こ、食卓

付きコンビラック、美容器具、テレビゲーム、菊鉢

一式､厚手なべ、ランFセル､熱帯魚水槽、製図用

電気スタン1≒ホームサウナ。

　
ク
レ
ジ
″
ト
の
支
払
い
は
な

る
べ
く
短
期
間
に
済
ま
せ
、
な

お
か
つ
家
計
に
負
男
ぶ
か
ら

な
い
ぷ
つ
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
カ
ー
ド
会
社
か
ら
送
ら
れ

て
来
る
請
求
書
や
明
細
書
は
入

念
に
点
検
し
、
不
審
な
ほ
が
見

つ
か
れ
ぱ
ｆ
ｙ
ぐ
に
問
ｋ
Ｂ
せ
、

盗
難
や
紛
失
に
際
し
て
も
遠
や

か
に
カ
ー
ド
会
社
と
警
察
に
届

け
出
ま
し
ょ
う
。
取
引
銀
行
の

口
座
残
高
も
、
常
に
チ
エ
″
ク

一 ミ ーす
る
物
、
医
療
器
材
、
食
品
、
生

き
ｒ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
的
要
素
の

あ
る
物
は
対
象
外
▼
取
り
引
准
万

法
・
・
・
提
供
と
希
望
の
条
件
が
ほ
ぼ

一
致
し
た
場
合
、
情
報
セ
ン
タ
ー

が
希
望
者
に
連
絡
。
交
渉
は
当
事

す
(
＜
J
^
ｒ
ｖ
i
i
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
ー
カ
ー
ド
m

型
義
ば
、
裂
孝
所
持
す
る

必
要
が
無
ぐ
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
か
死
取
呼
由
来
る
な
ど
の
利

便
性
は
あ
る
も
の
の
、
ト
手
に

使
用
す
る
に
は
、
利
用
者
の
自

己
資
金
に
対
す
る
計
画
性
と
カ

ー
ド
の
使
用
上
の
注
意
点
衆
心

得
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

者
１
交
渉
結
果
は
、
1
0
日
以
内

に
希
望
者
か
ら
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

報
告
し
て
い
た
だ
き
栄
７
．
故
障

や
欠
陥
な
ど
の
問
題
が
生
じ
た
場

合
は
、
す
べ
て
当
事
者
で
解
決
欠

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

で古舎コかう
すくンせす暑台

　
な
つ
　
ひ
　
あ
さ
は
や
　
　
し
ろ

い
夏
の
日
の
朝
早
く
、
白
や

ぺ
に
　
う
｀
く
　
　
は
な
　
す
ぃ
ち
ゅ
う
　
さ

紅
の
美
し
い
花
を
水
中
に
咲

る
ハ
ス
は
、
そ
の
根
（
レ
ン

　
　
　
み
　
し
ょ
く
よ
う

）
や
実
が
食
用
と
さ
れ
て
、

か
ら
親
し
ま
れ
て
来
た
植
物

　
そ
し
て
ハ
ス
の
花
は
、
お
釈
迦

　
　
　
　
こ
の
　
　
は
な
　
っ
た

さ
ま
が
好
ん
だ
花
と
伝
え
ら
れ
て

　
　
　
　
ぷ
っ
Ｉ
よ
う
　
　
と
く
　
た
い
鶯
っ
　
は
な

お
り
、
仏
教
で
は
特
に
大
切
な
花

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ス
の
花
び

ら
の
上
に
座
っ
て
い
る
仏
像
の
姿

は
、
ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
ま

た
、
孟
蘭
盆
会
に
は
、
ハ
ス
の
花

や
実
を
仏
壇
に
供
え
て
い
る
家
も

剱
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

巨椋池の蓮

　
う
じ
し

　
宇
治
市
の

っ
た
こ
ろ
は

　｀西?t

広躇卜

こ
ち
ら
に
ハ
ス
が

ま
い
と
し
な
っ

毎
年
夏
に
な
る
と

の
き
れ
い
な
花
が

い
ま
し
た
。
そ
の

楽
し
も
う
と
す
る

い
け
　
お
Ｓ
｀
　
は
じ

池
を
訪
れ
始
め
た

の人望花き水t ｀群fいに
はたを面2色ゞ生;t池;;巨お

　｀ちなをとしの椋ﾐ
ずがが彩Sりてあ池t;

い巨おめっどいちが
ぶ椋ﾐててりてらあ

ん
昔
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

詩
人
で
あ
り
、
学
者
と
し
て
も

しU
-mよ　め'／

rかに証の

ヽしもが゛こ

宍回謡

゜蓮t大り　出lt

御
に
琳
ら
れ
た
緑
眼
際
も

　
　
ね
ん
　
は
じ
　
　
　
お
お
ぜ
い

三
〇
年
の
初
め
に
、
大
勢

た
ち
と
と
も
に
ｌ
Ｓ
ｉ
ｉ
ｉ
の

別
枇
に
和
て
い
ま
す
・
眼

⑩
、
一
八

　
で
　
し

の
弟
子

ハ
ス
を

陽
た
ち

の
ス
の
花
の
美
し
さ
や
山
陽
先
生

お
I
≫

t
-
　
か
ん
し
　
ぇ
い
　
　
い
り
さ
っ

思
い
出
を
漢
詩
に
詠
じ
て
一
冊

詩
集
に
ま
と
め
て
い
ま
ず
。
そ

れ
は
、
「
椋
湖
観
蓮
集
」
と
い
う
小

さ
な
本
で
す
が
、
巨
椋
池
の
ハ
ス

の
風
情
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い

　
お
ぐ
ら
い
け
　
か
ん
た
く

　
巨
椋
池
が
干
拓
さ
れ
て
か
ら
、

池
一
面
に
ハ
ス
の
咲
く
夢
幻
的
な

景
色
は
。
も
う
見
ら
れ
な
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
た
　
ち

ま
し
た
。
で
も
、
埋
め
立
て
地
か

　
と
き
ど
き
み

ら
時
々
見

い
ま
　
　
め

今
で
も
芽

ち
か
　
　
す

近
く
に
住

り
は
、
そ

い
け
　
さ
　
　
　
。
　
う
っ
く

謎
に
べ
加
Ｊ
に
美
比
よ
’
〈
の

花
の
風
情
を
、
今
に
守
り
伝
え
て

い
ま
す
。

つ
か
る
ハ
ス
の
実
は
、

を
吹
い
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
に
ん
　
　
と
し
ょ

む
二
。
三
人
の
お
年
寄

の
芽
を
育
て
て
、
巨
椋

て
い
た
美
し
い
ハ
ス
の

（
歴
史
資
料
館
）

486

移
動
図
書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」

夏
休
み
は
読
書
で　お問い合わせ

中央図書館（電話20-

1511） 　
必
く
図
書
鰐
と
し
て
、
市
民

の
皆
会
几
に
親
１
　
ま
応
て
い
る
移

動
図
書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
は
、
今

年
か
壽
採
み
中
も
市
内
二
十
三

ヵ
所
夕
巡
回
し
て
い
ま
二
巡
回

日
程
は
、
市
政
だ
よ
り
八
月
一
日

号
に
掲
載
）
。

　
子
μ
も
た
ち
に
と
っ
て
、
長
い

夏
休
み
こ
そ
、
本
に
親
し
ひ
た
め

の
良
い
機
会
で
す
。
早
朝
の
涼
し

い
時
間
に
、
親
子
で
読
書
に
励
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
｀
妬
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
一
世
帯

二
十
冊
ま
で
を
、
次
の
巡
回
日
ま

で
貸
し
出
し
て
い
水
子
。
ご
希
望

の
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
に
も

応
じ
ま
す
。

　
市
民
の
S
I
I
I
W
＾
の
ご
利
用
曳

お
待
ち
し
て
い
未
了
。

　
　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

欲しい物譲りたいもの　

不用品情報センターへ
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(3)

宇治の歴史と自然を学ぶ

４
熱
心
に
学
習
（
昨
年
の
成
人
大
学
講
座
か
ら
）

８
月
3
1
日
か
ら

　
中
央
公
民
館
ほ
か
で

　
歴
史
の
流
れ
か
ら
み
た
宇
治
の

歩
み
や
、
恵
ま
れ
た
自
然
を
と
お

し
て
、
郷
土
を
再
認
識
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
中
央
公
民
館
で
は
、
全

十
二
回
に
わ
た
り
市
民
大
学
講
座

を
開
康
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
重
要
な
文
化
遺
産

や
緑
豊
か
な
自
然
、
そ
し
て
千
年

市民大学講座の日程表

回 月日
－
ア　ー　マ

講師(予定ｼ

ｌ 8/31 開講八・ｔリエンテーシヨン
スライド「道t;」

中央公尺mm

２ 9／7
唾史の中からみた宇治の歩み川

　　　　　　　　　～古代～

京郁文教短期大学
li授

　北川純三さん

３ 9/28
歴史の巾からみた宇治の歩み口

　　　　　　　　　～中世～

４ 10/5
堅史の中からみた宇治の歩み(3)
　　　　　　　　　-a世～

５ 10/12
堅史の中からみた･i'治のゆみ(4)
　　　　　　　　　-if代～

６ 10/19
歴史の巾からみた宇祐の歩み
　　　　　　　　～臨地乍?;～

７ 11/9
宇irrのriftll).(2)
～地M・鉱物を中心に～

元雄.孝館中学校

　占川健次さん
８ 12/7

９ 1/18宇治のri,rsi3).(4)
～tl≪?ijを中心に～

八幡第4小学校
tilt

　北村文生さん10 1/25

II 2／8これからの宇治の文化叶社会教斤課i*

12 3／1
'fiiのまとめ　映m'宇iritS｣
閉講式 中央公尺館tii

　

の
流
れ
を
た
た
え
る
宇
治
川
な
ど

数
多
く
の
学
習
素
材
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
・
：
右
表
の
と
お
り

▽
曜
日
と
時
間
・
・
・
い
ず
ひ
￥
虚

　
日
、
午
前
1
0
時
～
正
午

　
　
（
た
だ
し
、
第
６
講
の
臨
地
学

　
習
は
、
第
１
講
時
に
説
明
）
。

▽
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
中
央
公
民
館

　
　
（
折
居
台
１
丁
目
、
文
化
セ
ン

　
タ
ー
内
）
ほ
か
。

▽
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
戌
人
。

▽
定
員
・
：
5
0
人
（
先
着
順
）
。

▽
申
し
込
み
・
：
８
月
1
1
日
か
ら
中

　
央
公
民
館
（
ａ
⑩
1
4
1
1
）

　
へ
、
電
話
ま
た
は
来
館
で
申
し

　
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
　
　
　
　
◇

　
工
作
教
室

　
～
木
作
り
人
形
～

　
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

戦没者等の遺族に

特別弔慰金

　
▼
と
き
…
８
月
2
6
日
間
、
午
前

９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公

民
館
▼
内
容
…
木
作
ひ
人
形
▼
指

導
…
宇
治
市
野
外
活
動
協
会
、
林

正
剛
さ
ん
▼
対
象
：
小
学
校
４
年

生
以
上
の
児
童
と
中
学
生
▼
定
員

・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
材
料
費
・
・
・

百
円
▼
持
参
品
・
・
・
小
刀
、
軍
手
（
綿
）

▼
申
し
込
み
…
８
月
Ｈ
日
か
ら
小

倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺
内
9
1
・
豊

⑩
4
6
8
7
）
へ
、
電
話
ま
た
は

来
館
で
。
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
該
当
す
る
人
は

　
請
求
を
お
忘
れ
な
く

　
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
し
て

改
め
て
特
別
弔
″
釜
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者
…
昭
和
６
年
９

　
月
1
8
日
以
後
の
事
変
ま
た
は

　
戦
争
に
よ
る
戦
没
者
等
の
遺

　
族
。
た
だ
し
、
昭
和
6
0
年
４

　
月
１
日
現
在
で
遺
族
年
金
等

　
の
受
給
者
が
い
る
場
合
は
該

　
当
し
ま
せ
ん
。

お
知
ら
せ

　
ナ
イ
タ
ー
卓
球
大
会

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
3
0
日
１
'
3
1
日

出
、
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

半
▼
と
こ
ろ
…
広
野
中
学
校
体
育

館
▼
種
目
・
ラ
ン
ク
…
個
人
戦
・

男
子
、
女
子
▼
参
加
資
格
・
・
・
市
民

か
市
内
に
通
勤
、
通
学
す
る
人
（
中

学
生
以
上
）
▼
参
加
料
・
：
五
百
円

　
（
協
会
加
盟
者
は
二
百
円
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
８
月
2
4
日
ま
で
に
体
育

翼
（
豊
⑩
1
9
0
5
）
へ
▼
問

い
合
わ
せ
・
・
・
千
賀
袷
司
さ
ん
（
日

産
車
体
内
・
き
⑩
２
３
２
λ
Υ

５
７
５
）
ま
で
。
（
市
民
体
育
課
）

　
動
物
愛
護
の
集
い

　
正
し
い
犬
の
飼
い
方
に
関
す
る

知
識
の
普
及
・
啓
も
シ
と
、
動
物

▼
主
な
支
給
順
位
…
①
配
偶
者

　
②
子
③
父
ほ
④
孫
⑤
祖
父
母

　
⑤
兄
弟
姉
妹
⑦
１
年
以
上
生

　
計
関
係
が
あ
っ
た
三
親
等
内

　
の
親
族
。

▼
支
給
額
…
額
面
は
3
0
万
円
、

　
1
0
年
價
遠
の
国
債
。

▼
請
求
期
限
…
昭
和
6
3
年
６
月

　
1
3
日
。

▼
請
求
先
・
問
逗
お
せ
・
：
福

　
祉
事
務
所
社
会
課
（
ａ
⑩
３

　
１
４
１
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
に
、

動
物
愛
護
の
集
い
を
開
き
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
3
日
出
、
午
前

1
0
町
Ｔ
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
…

太
陽
が
丘
▼
内
容
・
・
・
動
物
愛
護
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
、
ぺ
″
ト

の
健
康
相
談
ほ
か
▼
主
催
…
京
都

府
・
府
獣
Ｅ
師
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
環
境
保
全
課
）

　
京
都
文
教
短
期
大
学

　
公
開
講
座

　
▼
と
き
・
・
・
８
月
2
5
日
㈲
、
午
前

1
0
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
文
教

短
期
大
学
▼
演
題
・
講
師
…
「
奈

良
・
長
岡
・
平
安
時
代
の
人
々
の

牛
活
」
京
都
文
教
短
期
大
学
教
授
、

中
山
修
一
さ
ん
▼
参
加
料
・
・
ヽ
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
…
京
都
文
教
短
期

大
学
夏
期
講
座
係
（
横
島
町
千
足

8
0
・
豊
⑩
4
1
0
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

在
宅
障
害
者
デ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

８
月
は
車
い
す
介
助
方
法
講
習
会

　
車
い
す
利
用
畏
Ｗ
■
＾
ｓ
^
理
解
し
、

交
流
を
深
め
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に

講
習
会
を
開
き
手
ｆ
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
〈
車
い
す
介
助
方
法
講
習
会
〉

　
▼
と
き
・
：
８
月
2
4
日
出
、
午
前

９
時
半
１
正
午
▼
と
こ
ろ
…
総
合

福
祉
会
館
（
箆
握
琶
4
5
）
▼
対

象
・
：
車
い
ず
介
助
の
方
法
を
学
び

た
い
と
い
ヶ
意
欲
の
あ
る
人
▼
内

容
・
・
・
映
画
＝
「
街
で
障
害
の
あ
る

人
に
出
会
っ
た
ら
」
、
実
技
―
車

い
す
介
助
の
方
法
（
実
際
に
街
へ

出
て
い
た
だ
孝
柔
ｙ
）
▼
費
用
・
・
・

無
料
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

８
月
1
8
日
㈲
ま
で
に
社
会
福
祉
協

議
会
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
心
一
）

　
国
勢
調
査
が
十
月
一
日
に
実

施
さ
れ
ホ
チ
。

　
市
で
は
調
査
に
向
け
て
、
調

査
員
の
選
考
・
配
置
、
調
査
用

品
類
の
分
類
・
整
理
な
ど
の
準

備
作
業
竃
さ

ら
に
調
査
終
了

後
に
、
回
収
し

た
調
杏
結
石
関

係
書
類
の
点
検

な
ど
集
約
作
業

か
仔
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
種

団
体
の
協
力
を

得
て
推
せ
ん
い

た
だ
い
た
調
査

員
m
i
ｙ
Ｑ
'

登
録
調
査
員
、

一
般
か
ら
の
応

募
調
査
員
と
市

秘密は厳守

職
員
に
よ
り
、
全
調
査
区
に
調

査
員
の
配
置
か
ａ
一
え
ま
し
た
。

　
国
勢
調
査
の
調
査
員
は
、
’
総

務
庁
長
官
が
任
命
し
、
調
査
期

間
中
は
国
家
公
務
員
の
身
分
扱

シートベルトヘルメット
着用を
交通事故防止活動を展開中

い
と
な
り
ま
す
。
調
査
員
は
、

調
査
上
知
り
得
た
事
柄
に
つ
い

て
秘
密
聚
守
る
義
務
が
あ
り
、

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、
懲

役
ま
た
は
罰
金
が
課
せ
Ｇ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

国勢調査にご協力を

　
ま
た
調
査
内

’
容
は
、
統
計
を

作
る
目
的
以
外

に
響
つ
こ
と
も

固
ぐ
″
悍
と
石

で
い
ま
す
。
国

や
府
・
市
が
調

査
結
果
か
公
表

す
る
場
合
は
、

結
果
表
か
ら
は

個
々
の
内
容
が

判
別
で
き
な
い

よ
コ
に
、
秘
匿

の
措
置
を
と
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
折
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
康
ｙ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

　
暑
い
夏
は
、
何
か
に
つ
け
て

開
放
的
に
な
り
、
ア
ク
セ
ル
も

つ
い
強
ぐ
踏
み
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
交
通
死
亡
事
故
が
増
え

る
の
も
こ
の
季
節
。
無
謀
運
転

で
死
亡
し
た
例
や
、
シ
ー
ト
ペ

ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
″
ト
か
晋
用
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
死
亡
し

た
と
い
う
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
運
転
す
る
時
は
、
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
ー
ヘ
ル
メ
″
ト
を
着

用
し
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
。

　
ま
た
家
庭
で
は
、
夏
休
み
の

t
＋
Ａ
Ｗ
)
た
ち
と
交
通
安
全
に
つ

い
て
話
女
口
い
、
正
し
い
歩
行

者
ル
ー
ル
や
自
転
車
の
乗
り
方

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

暑
く
て
も

家
に
車
に
心
に
カ
ギ
を

８
月
3
1
日
ま
で
実
施
中

夏の防

犯活動
487

丿 ● ・

卜
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
長
谷
部
さ
ん

　
　
「
広
島
で
生
ま
れ
育
ち
、
結
婚
し
て

宇
治
に
来
ま
し
た
。
子
育
て
か
ず
る
中
、

平
和
の
尊
さ
を
痛
感
。
威
爆
”
と
い

。
う
こ
と
ば
Ｔ
り
い
や
な
ん
だ
け
ど
、
私

た
ち
が
事
実
を
語
り
伝
え
、
平
和
を
唱

え
な
か
っ
た
ら
、
年
か
経
る
程
に
忘
れ

ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
」
と
広
島
市

出
身
の
長
谷
部
松
子
さ
ん
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
、
当
時
小
学

　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
ｊ
　
一
－
５
１
ｊ

て
い
る
通
り
で
す
。
堤
防
下
の
日

校
一
年
生
だ
っ
た
長
谷
部
さ
ん
は
、

友
人
五
人
と
広
島
市
内
か
流
れ
る

元
安
川
の
河
原
で
遊
ん
で
い
た
。

午
前
八
時
十
五
分
、
一
瞬
の
せ
ん

光
と
地
響
き
が
起
こ
り
、
長
谷
部

さ
ん
と
も
う
一
人
を
残
し
て
、
友

人
た
ち
は
消
え
て
い
た
と
言
う
。

　
　
「
。
ピ
カ
ー
ド
ン
″
と
言
わ
れ

影
に
居
た
た
め
、
奇
跡
的
に
か
す

り
傷
一
つ
無
く
助
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
が
れ
き
の
山
と
化
し
た
建

物
と
砂
け
む
り
が
く
す
ぶ
り
続
け

る
街
中
を
、
我
が
家
へ
向
か
い
泣

き
な
が
ら
ひ
た
す
ら
走
り
ま
し
た
。

爆
心
地
か
ら
約
一
７
の
我
が
家
は
、

平和の尊さ子どもらに

大
黒
柱
が
崩
れ
落
ち
、
荒
壁
が
露
出
し

今
朝
ま
で
暮
臼
し
て
い
た
家
と
は
思
え

な
い
形
状
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
祖
父

は
塀
の
下
敷
き
に
な
り
、
弟
は
母
親
の

背
中
で
被
爆
。
『
水
が
欲
し
い
、
水
が

欲
し
い
』
と
言
い
な
が
ら
死
に
ま
し
た
。

ま
た
、
九
死
に
一
生
を
得
た
母
親
は
、

今
で
も
当
時
の
傷
が
も
と
忿
古
し
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
」
と
端
々
と
語
る
。
感

情
を
込
め
る
と
涙
で
語
れ
な
く
な
る
か

ら
と
言
う
。

　
長
谷
部
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
御
蔵
山

小
学
校
、
木
幡
中
学
校
な
ど
刄
万
右

た
ち
に
体
験
を
語
っ
た
。
｛
あ
の
む
ご

さ
と
苦
し
み
を
、
こ
と
ば
で
言
い
表
わ

す
の
は
難
し
ぐ
て
・
・
・
。
相
手
に
丿
｝
れ
程

分
か
っ
て
も
ら
え
て
い
る
の
か
、
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
事
実
を
語
る
こ

と
、
そ
れ
が
私
に
で
き
る
、
未
来
あ
る

子
μ
も
た
ち
へ
の
務
め
だ
と
信
じ
て
い

未
了
」
そ
ん
な
長
谷
部
さ
ん
は
今
、
地

域
の
子
芦
む
套
や
少
年
補
導
協
議
会
な

ど
、
子
μ
石
た
ち
の
た
め
に
飛
び
回
っ

て
い
る
。

　
平
和
と
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
収
盈
回
い
長
谷
部
さ
ん
は
語
る
。

　
　
「
若
い
す
ぱ
β
し
い
命
が
健
や
か
に

育
っ
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
若

い
お
母
さ
ん
に
人
間
と
し
て
の
強
さ
を

学
ん
で
欲
し
い
ぶ
応
。
子
育
て
に
は
、

隣
近
所
、
学
校
な
ど
社
会
的
な
横
の
っ

な
が
ひ
が
大
切
。
横
の
っ
な
が
り
の
弱

さ
、
親
の
自
信
の
無
さ
な
ど
現
代
の
子

育
て
環
境
が
、
子
ご
む
を
非
行
に
走
ら

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
ラ
か
。

子
育
て
も
平
和
推
進
も
、
一
人
ひ
と
り

の
親
の
、
人
間
と
し
て
の
強
さ
が
基
本

に
な
る
と
思
い
季
ｙ
」
。
（
は
せ
べ
　
ま

っ
こ
さ
ん
、
木
幡
内
畑
に
在
住
）

▲毎年８月15日に市役所前で平和を祈念

市民大学講座受講者募集

宇
治
に
生
き
る

長谷部松子さん(46)

平和と子どもたちの健全

育成を願い地域で活躍
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差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

　　同和対策審議会が昭和40年8月11日に「同和問題の解決のための

基本的方策」を答申してから20年たちました。この間、環境改善に

ついては一定の進展をみましたが、教育・就労・啓発問題などにつ

いてはなお多くの課題が残っていますし、差別事件の発生も跡をた

ちません。この機会に同和問題とは何かを「同和対策審議会答申」

（以下「答申」）に基づいて考えてみましょう。

　
私
た
ち
は
、
幸
せ
で
豊
か
な
生

活
を
し
た
い
と
い
う
願
い
を
も
っ

て
毎
日
暮
β
し
て
い
未
了
。
「
健

康
に
暮
β
し
た
い
」
「
希
望
ず
る

仕
事
に
就
き
た
い
」
「
学
校
で
勉

強
し
た
い
」
「
好
き
な
人
と
結
婚

し
て
、
一
緒
に
暮
ら
し
た
い
」
と

い
之
談
い
は
、
憲
法
で
幸
福
追
求

の
権
利
、
職
業
選
択
の
自
由
、
教

育
夕
受
け
る
権
利
、
居
住
・
移
転

の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ぶ
と
し

て
保
障
さ
れ
て
い
水
子
。
こ
れ
ら

の
権
利
は
、
人
間
の
永
い
歴
史
の

中
で
た
ゆ
み
な
い
努
力
の
結
果
。

一
人
ひ
と
ひ
が
人
間
と
し
て
幸
せ

に
生
き
て
い
く
た
め
の
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
－
基
本

的
人
権
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
圭
ｙ
。

　
に
祁
し
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に

は
、
障
害
者
に
対
す
る
差
別
、
女

▲昨年の河原開放文化祭・人権パネル展（木幡・河原隣保館で）

性
に
対
す
る
差
別
な
ど
不
当
な
差

別
や
偏
見
に
よ
っ
て
基
本
的
人
権

が
侵
害
さ
れ
て
い
る
実
態
が
あ
り

孚
。

　
と
昧
幻
け
、
同
和
地
区
の
人
た

ち
に
対
す
る
基
本
的
人
権
の
侵
害
、

特
に
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
る

べ
き
職
業
選
択
の
自
由
、
居
住
・

移
転
の
自
由
、
教
育
の
機
会
均
等

を
保
障
さ
れ
る
権
利
、
結
婚
の
自

由
な
ど
市
民
的
権
利
と
自
由
奮
九

全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

事
は
、
「
答
申
」
が
出
さ
れ
て
二

十
年
か
経
た
今
日
で
も
深
刻
で
、

重
大
な
社
会
問
題
な
の
で
す
。

　
差
別
的
な
落
書
や
投
書
が
玲
政

ま
せ
ん
し
、
結
婚
・
就
職
な
の
ぐ

る
差
別
、
さ
ら
に
差
別
を
商
売
と

す
る
「
部
落
地
名
総
鑑
」
な
ど
の

差
別
図
書
の
購
入
事
件
も
跡
衆
た

ち
ま
せ
ん
。

　
同
和
問
題
は
、
封
建
社
会
の
身

分
制
度
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
和
地
区
は
、
江
戸
時
代
徳
川

幕
府
が
そ
の
体
制
を
確
立
し
て
い

く
過
程
で
政
治
的
に
つ
く
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
地
区
の
多
ぐ
は
、
人

が
牛
罵
一
す
る
の
に
適
し
な
い
川
の

合
流
点
や
川
筋
、
谷
あ
い
、
山
す

そ
に
つ
く
ら
元
ま
し
た
。
そ
し
て
、

徳
川
幕
府
は
、
自
ら
の
支
配
体
制

衆
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
必
要

か
ら
厳
し
い
身
分
制
度
１
「
士
・

農
・
エ
・
商
」
の
下
に
、
さ
ら
に

低
い
４
分
－
を
つ
く
り
ま
し
た
。

最
下
層
の
身
分
に
位
鴫
つ
け
た
人

々
に
は
、
前
述
の
一
定
の
地
域
に

住
む
こ
と
を
強
制
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
仕
事
の
面
で
は
、
当
時
の

主
要
な
産
業
か
互
九
全
に
１
　
応
だ

し
、
人
々
の
嫌
う
職
業
に
従
事
さ

せ
、
結
婚
、
交
際
、
服
装
な
芦
屋

で
も
制
限
し
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
差
別
扱
い
を
し
て
人
格
を

聊
に
じ
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
ふ
つ
に
同
和
地
区
と
、
地

区
に
居
住
す
る
人
た
ち
に
対
す
る

差
別
は
、
江
戸
時
代
、
生
次
れ
に

よ
っ
て
上
下
貴
賎
の
身
分
を
も
う

け
支
配
す
る
と
い
う
政
治
的
な
目

的
の
も
と
に
、
人
為
的
に
つ
く
り

だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
明
治
維
新
と

　
　
　
　
　
「
解
放
令
」

　
明
治
維
新
に
よ
っ
て
日
本
は
近

代
社
会
へ
の
道
を
歩
み
は
じ
り
ま

し
た
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
太

政
官
布
告
「
解
放
令
」
―
に
よ
っ

覇
度
上
の
遭
泌
剔
泉
放

さ
れ
ま
し
た
。
菖
雲
廃
止
し
、

身
分
と
職
業
が
平
民
な
み
に
扱
わ

れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
の
で
す
。

レ
ー
し
、
そ
れ
は
形
式
的
な
解
放

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。
た
と

え
ば
、
四
民
平
等
と
い
い
な
が
ら

華
族
・
士
族
・
平
民
と
い
ヶ
身
分

関
係
を
つ
く
り
全
国
統
一
の
戸
籍

　
亜
瞰
戸
籍
）
制
度
を
つ
く
る
際

も
族
称
を
記
載
し
た
り
、
と
こ
ろ

に
よ
っ
て
は
旧
身
分
を
記
載
し
て

身
分
差
別
を
残
し
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
政
府
の
と
っ
た
「
富
国

強
烈
「
殖
産
興
芋
政
策
の
下

で
、
こ
れ
ま
で
同
和
地
区
の
専
業

と
さ
れ
て
き
た
仕
事
も
企
業
に
奪

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
区
の
人

々
が
新
た
な
仕
事
金
沢
ヱ
シ
と

し
て
も
就
職
差
別
に
よ
り
、
や
む

を
得
ず
不
安
定
な
仕
事
や
悪
い
労

働
条
件
の
仕
事
に
就
か
ざ
る
を
得

な
ぐ
さ
せ
た
の
で
す
。
労
働
者
に

対
す
る
低
賃
金
・
長
時
間
労
働
、

農
民
に
対
し
高
い
税
金
（
地
租
）

の
課
税
な
ど
に
よ
る
国
民
の
不
満

を
お
忿
政
る
し
ぐ
み
と
し
て
再
び

同
和
地
区
の
人
々
の
低
位
な
実
態

か
莉
用
し
た
の
で
す
。

　
解
放
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
運
動

　
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
、
米

騒
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
米
価
の

暴
騰
に
よ
り
生
活
難
に
陥
っ
た
人

々
が
自
然
発
生
的
に
行
動
し
暴
動

化
し
た
も
の
で
す
が
、
同
和
地
区

住
民
も
一
般
大
衆
と
と
も
に
多
数

参
加
し
ま
し
た
。
解
放
令
以
降
、

同
和
地
区
の
人
た
ち
に
対
し
、
職

業
や
教
育
を
保
障
し
生
活
環
境
を

改
善
す
る
な
芦
実
質
的
に
生
活
の

向
上
か
ほ
か
る
具
体
的
な
施
策
が

行
ｐ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
逆
に
同

和
地
区
の
低
位
な
実
態
を
利
用
し

て
貪
と
と
に
よ
る
憤
慨
が
米
騒

動
に
多
数
の
地
区
住
民
を
参
加
さ

せ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
を
契
機
に
同
和
問
題
が
政

府
や
社
会
か
ら
深
い
関
心
を
も
た

れ
、
そ
れ
が
重
大
な
社
会
問
題
だ

と
認
識
さ
れ
た
の
で
す
。
政
府
は
、

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
国
の

予
算
に
地
方
収
善
費
夕
計
上
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
和
地
区
の
人

々
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
る
も

の
と
は
壁
争
同
和
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
施
策
を
保
障
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
フ
し
た
動
き
に
対
し
、
大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
三
月
、
杢

国
水
平
社
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

同
和
地
区
の
人
た
ち
が
、
完
全
な

解
放
牽
の
ざ
し
差
別
撤
廃
の
た
め

闘
争
す
る
自
主
的
団
体
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
そ
の
綱
領
の
な
か

に
次
の
よ
ラ
な
一
節
が
あ
り
車
ｙ
。

　
「
我
等
は
人
間
性
の
原
理
に
靉
Ｅ

し
、
人
類
最
高
の
完
成
に
向
か
っ

て
突
進
す
」
。

　
戦
後
、
わ
が
国
は
民
主
主
義
国

家
の
実
現
牽
り
さ
し
て
種
々
の
政

治
的
・
社
会
的
改
革
政
行
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
和
問
題
は
未
解

決
の
ま
ま
で
と
り
残
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
よ
シ
な
情
勢
の
下
で
昭

和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
「
部

落
解
放
全
国
委
員
命
が
結
成
さ

れ
自
主
的
な
運
動
が
再
組
織
さ
れ

た
の
で
す
。

　
戦
争
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
た
同

和
対
策
が
復
活
し
ま
し
た
が
部
分

的
改
善
事
業
に
と
ぷ
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
た
め
同
和
問
題
の
根

本
的
解
決
の
た
め
に
、
総
合
的
な

同
和
対
策
を
国
の
施
策
と
し
て
確

立
す
る
よ
う
政
府
と
国
会
に
対
し

て
要
請
す
る
声
が
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
今
し
た
中
で
、
昭
和
三
土
〈
年

同
和
対
策
審
議
会
に
同
和
問
題
を

根
本
的
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的

方
策
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、
昭
和

四
十
年
八
月
十
一
日
に
「
答
申
」

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
「
答
申
」
で
は
、
同
和
地
区
住

民
に
対
す
る
差
別
今
人
々
の
観

念
や
意
識
の
う
ち
に
潜
在
し
、
言

葉
や
文
字
を
通
し
て
表
に
あ
β
幻

れ
る
心
理
的
差
別
と
、
劣
思
な
生

活
環
境
な
ど
に
み
ら
元
る
同
和
地

区
住
民
の
生
活
実
態
に
ｍ
Ｓ
れ
て

い
る
実
態
的
差
別
に
分
類
Ｌ
笛
し

た
。
こ
シ
し
た
差
別
が
因
果
関
係

を
た
も
ち
、
互
い
に
作
用
し
あ
っ

て
い
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
心

理
的
差
別
が
原
因
と
な
っ
て
実
態

的
差
別
を
つ
く
り
実
態
的
差
別
が

原
因
と
な
っ
て
心
理
的
差
別
夕
助

長
し
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
同
和
地
区
の
人
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
み
て
み

る
と
、
同
和
地
区
の
多
く
が
歴
史

的
に
人
の
牛
活
す
る
の
に
適
し
な

い
場
所
に
つ
く
ら
れ
、
地
区
以
外

に
居
住
す
る
こ
と
を
厳
し
ぐ
制
限

さ
れ
て
書
之
と
こ
ろ
か
ら
、
悪
い

立
地
条
件
に
加
え
て
、
人
口
・
住

宅
の
過
密
、
狭
い
道
路
、
未
整
備

の
下
水
・
排
水
設
備
な
芦
犀
宿
環

境
は
劣
思
な
状
況
に
お
か
れ
て
き

た
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
「
答
申
」

ミ

「
そ
こ
に
は
差
別
が
原
因

と
な
っ
て
貧
困
が
同
居
し
て
い
る
。

詣
ぷ
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
居
住
し
な
け
れ
ば
な
^
ｆ
ｌ
Ｊ
＾

い
し
、
ま
た
住
む
こ
と
に
よ
っ
て

牛
活
活
動
に
制
限
が
加
え
身
ハ
る
。

部
落
差
別
の
実
態
が
妾
某
件
の

劣
暦
刄
誘
致
し
環
境
の
悪
化
を

生
ん
で
い
る
」
ｙ
述
べ
て
い
ま
ず
。

　
　
「
答
申
」
以
曼
『
日
ま
で
の
経

過
を
み
る
と
、
芸
尽
か
と
い
え

ば
同
和
地
区
の
環
境
改
善
を
ほ
じ

め
と
す
る
実
態
的
差
別
の
解
消
が

同
和
問
題
の
中
心
で
し
た
。

宇
治
市
の

　
　
　
同
和
行
政

　
本
市
で
は
、
国
の
「
答
申
」
が

だ
さ
れ
た
後
、
五
十
年
八
月
二
十

三
日
、
市
の
「
同
和
対
策
審
議
会

答
申
」
を
え
て
、
市
内
の
同
和
地

区
の
実
態
に
積
つ
き
同
和
事
業
を

取
り
組
ん
１
星
し
た
。
そ
の
結

果
、
地
区
の
実
情
に
即
し
て
牛
活

環
境
の
面
は
徐
々
に
改
善
さ
れ
て

章
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ｊ
｛
５
に
、
同
和
地
区

の
人
た
ち
の
牛
野
混
一
で
あ
る
労

働
・
産
業
の
面
で
は
、
臨
時
・
日

雇
い
な
ど
の
不
安
定
な
就
労
実
態

や
零
細
な
産
業
経
営
と
い
っ
た
課

題
が
残
っ
て
い
車
ｙ
。

　
こ
の
こ
と
が
、
同
和
地
区
の
子

芦
石
や
青
年
の
教
育
夕
受
け
る
権

利
と
、
教
育
の
機
会
均
等
の
保
障

を
不
十
分
な
も
の
に
す
る
と
い
う

重
大
な
影
響
か
石
だ
ら
し
、
さ
ら

に
ま
た
就
職
の
機
会
均
等
の
保
障

昭和21年(1945年) 11月　日本国憲法公布

　　35年.(1950年) 7月　第35回臨時国会で、同
　　　　和対策審議会設置法案を全員一致で可決

　　35年(1951年) 12月　同和問題を解決するた
　　　　めの基本的な方策について「同和対策審

　　　　議会」に諮問
　　40年(1965年）８月　同和対策審議会は「同
　　　　和問題の根本的解決にあたってはその具

　　　　体策を強力かつすみやかに実施に移すこ
　　　　とが国の責務である」と答申

　　41年(1966年) 7月　「同和対策協議会」発
　　　　足

　　44年(1969年) 7月「司和地区（歴史的社会
　　　　的理由により生活環境等の安定向上が阻

　　　　害されている地域）に対し環境改善、社
　　　　会福祉の増進、産業振興、職業安定、教
　　　　育の充実、人権擁護活動の強化等を図る

　　　　ため必要な措置を講ずることを目的とし
　　　　て「同和対策事業特別措置法」を制定（10

　　　　･年間の時限立法）
　　53年(1978年）10月　「同和対策事業特別措

　　　　置法」３年延長（BS和57年３月31 Fﾖまで
　　　　の時限立法）

　　55年(1981年) 12月　「同和対策協議会意見
　　　　具申」同和問題を国民的課題として解決

　　　　していくための施策について新たな法的
　　　　根拠の必要性を指摘

　　57年（1982年）3月　「地域改善対策特別措
　　　　置法」成立（5年間の時限立法）

　　59年（1984年）5月「地域改善対策協議会」
　　　　は､_同和問題解決のために講じられた施
　　　　策のあとを顧みながら将来を展望すると

　　　　環境改善施策の進展に伴い当初予期しな

　　　　かった問題が生じているほか差別事象の
　　　　発生が跡を絶っていないことなど心理的

　　　　な面にかかわる分野に問題が残されてい
　　　　ると指摘し、今後における啓発活動のあ

　　　　り方について「意見具申」する･

を
阻
害
す
る
と
い
シ
悪
循
環
A
J
v

a
か
え
し
て
い
る
の
で
す
。

　
同
和
行
政
に
つ
い
て
「
答
申
」

は
、
基
本
的
に
は
国
の
責
任
に
お

い
て
当
然
行
う
べ
き
行
政
で
あ
っ

て
、
部
落
差
別
が
現
存
す
る
か
ぎ

り
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
、
明
確
な
同

和
対
策
の
目
標
の
下
に
「
特
別
畢

置
法
」
の
制
定
が
急
務
で
あ
る
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
四
年

後
に
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
」
が
制
定
さ
れ
、
五
十
七
年
四

月
「
地
域
改
善
対
策
特
別
措
置
法
」

に
引
き
継
が
れ
現
在
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
市
政
の
重
要
施
策

。
の
一
つ
に
位
員
つ
け
、
「
答
申
」

と
法
律
の
主
旨
に
祠
つ
い
て
同
和

対
策
か
チ
す
め
て
き
ま
し
た
。
「
答

申
」
や
法
隻
召
雌
づ
け
ら
れ
た

単
語
環
境
の
改
善
、
誌
詔
祉
の

充
実
、
産
業
・
職
業
の
安
定
、
教

育
の
向
上
と
人
権
擁
護
な
ど
を
内

容
と
す
る
総
合
対
策
と
し
て
、
今

後
と
も
と
り
く
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
五
十
九
笙
八
月
「
地

域
改
善
対
策
協
議
会
意
見
具
申
」

ぶ
猫
し
た
啓
謹
錫
の
強
化
・

充
実
も
今
後
の
重
要
な
課
題
で
ｙ
。

同
和
問
題
の
解
決
は

　
国
民
的
課
題

　
同
和
対
策
審
議
会
が
「
本
答
申

の
報
告
登
壁
ｍ
し
、
有
効
適
切
な

施
策
奮
犬
施
し
て
問
題
か
抜
本
的

に
解
決
し
、
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
差

別
の
長
き
歴
史
の
終
止
符
が
一
日

も
早
く
実
現
」
す
る
こ
と
が
国
や

地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
り
、

国
民
的
課
題
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　
人
間
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
差

別
は
、
人
間
に
よ
っ
て
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
、
私
た
ち
は
同
和
問
題
を

正
し
く
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
解
決
に
向
か
っ
て
積
極
的
に

取
り
組
み
、
一
日
も
速
や
か
に

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

488

同和問題を考える

同
和
問
題
と
は同

和
地
区
の
歴
史

差
別
の
実
態

同和行政関係法なでの推移
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